


































































の翌日、 7日後、 14日後の 3点で、行った結果、単独飼育条件では時間経過とともに不安レベルが徐々に上がっ
ていく一方、ペア飼育条件ではそのような不安充進はなく、不安レベルは一定に保たれた。そして、敗北処
置からは日後では、ペア飼育条件の方が単独飼育条件よりも不安レベルが低くなることが示された。実験
3-2においては、単独飼育それ自体によって不安レベルの時間的変化が生じた可能性を確認するために、敗
北処置を行わずに単独錦育する条件とベア飼育する条件の不安の時照的変化を調べた。その結果、敗北処置
を行わずに単独飼育した条件では不安レベルの漸進的な充進は生じなかった。このことから、実験3-1の結
果が単独飼育それ自体によるとは考えにくいと言える。以上の結果は、敗北によるi新進的な不安充進が他個
体との飼育によって妨げられること、すなわち、社会的飼育の効果は、敗北後に徐々に生じる不安充進を妨
げるような予防的なものであることを示唆している。
他個体との向居経験や身体接触が、敗北による不安充進に対する社会的緩衝効果の出現に関与しているこ
と、さらに、敗北による漸進的な不安元進が他個体との飼育によって妨げ、られ、結果として社会的緩衝効果
が出現するという可能性が明らかになった。
審査の結果の要冨
本論文は、社会的ストレス経験の一つである「敗北jを経験したラットが、それまである一定の期間以上
同居したことがある他個体とともに錦育されると、その後の不安の充進が抑制されるという「社会的緩衝効
果jについて、高架式十字迷路を用いて行動学的に検討したものである。敗北経験の前にどのくらいの期間
同居した他個体である必要があるか、敗北後の不安元進の抑制には身体接触が必要であるか、敗北後の不安
元進はどのような時間的経過を辿るか等を lつずつ丁寧な実験計画により解析した点で、高く評価ーできる。
よって、著者は博士(行動科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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